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滋賀県立虎姫高等学校 

IBDP アドミッション・ポリシー 
H30(2018).9.26 作成 

R7(2025).4.9 最終更新

1. はじめに

虎姫高等学校は、次のような教育目標・教育方針を掲げています。

【教 育 目 標】 

質実剛健の校風の下に、真に実力を持ち、我が国の発展と国際社会の繁栄に貢献で

きる人間を育成する。 

【教 育 方 針】 

教育目標を達成するため、次のような資質・能力の育成を目指し、教育活動を展開

する。 

(1)思考力・表現力を養い、主体的に探究し、他者と協働して学習できる。

(2)多角的な視野を備え、物事を正しく判断し、勇気を持って行動できる。

(3)感謝の心を持ち、知・徳・体の調和を目指し、己を省みて生活できる。

(4)博愛精神を育み、異なる文化や価値観を尊び、様々な人と共生できる。

これらの教育方針・教育目標は、国際バカロレアプログラム（IB）における１０の

学習者像(※)の育成に合致するもので、その理念にふさわしい教育の機会を提供でき

ることを示しています。そして、本校のディプロマプログラム（DP）は、全日制普通

科の中に設置されており、入学を許可されたすべての生徒に対してその門戸を開いて

います。 

※IB における１０の学習者像

探究する人 

私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけます。ひとりで学んだり、他

の人々と共に学んだりします。熱意をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。 

知識のある人 

私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を探究します。地域社会やグ

ローバル社会における重要な課題や考えに取り組みます。

考える人 

私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、批判的かつ創造的に考える

スキルを活用します。率先して理性的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人

私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもって創造的に自分自身を表現

します。他の人々や他の集団のものの見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。 

信念をもつ人 
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私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって行動します。そして、あら

ゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重して行動します。また、自分自身の行動とそれに伴う結果

に責任をもちます。 

心を開く人 

私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止めると同時に、他の人々の価

値観や伝統の真価もまた正しく受け止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経

験を糧に成長しようと努めます。 

思いやりのある人 

私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人の役に立ち、他の人々の生

活や私たちを取り巻く世界を良くするために行動します。 

挑戦する人 

私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合います。ひとりで、または

協力して新しい考えや方法を探究します。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り組み

ます。 

バランスのとれた人 

私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を構成する知性、身体、心の

バランスをとることが大切だと理解しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住む

この世界と相互に依存していることを認識しています。 

振り返りができる人 

私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、深く考察します。自分自身

の学びと成長を促すため、自分の長所と短所を理解するよう努めます。 

 

2. 入学者の選抜 

本校は、「質実剛健」の校風のもと、１００年余にわたる歴史と伝統の上に、さらな

る飛躍をめざしている学校です。そして、志願して欲しい生徒像として、以下の３つ

を掲げています。 

・志望理由が明確で、本校の特色を理解する者 

・学習意欲にあふれ、思考力・発想力・表現力を有する者 

・探究心旺盛で、本校卒業後は、大学等に進学し、専門的知識を深めようとする者 

特に DP の受講を希望する生徒においては、 

・将来海外の大学に進学し、国際的な舞台で活躍したいという希望をもつ者 

・将来日本にいながら国際的な視野を持って活躍したいという希望をもつ者 

を想定しています。 

 

また本校は、滋賀県によって設置された県立高校であるため、その入学者選抜につ

いては、滋賀県教育委員会の「滋賀県立高等学校入学者選抜要項」に定められた方法

に基づき実施します。詳しくは、「入学者選抜の概要と DPの関係」に明記します。 

 

3. 入学者選抜の概要と DP の関係 

虎姫高等学校は、滋賀県立の全日制普通科高校として、県内全域から入学志願者を
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受け入れています。現行の入学者選抜では、２月前半の週に実施される「特色選抜」

および「スポーツ・文化芸術推薦選抜」、３月前半の週に実施される「一般選抜」に

よって、入学許可予定者を決定しています。それぞれの選抜方法の概要は、次の表の

通りです。詳細については、例年６月末に公表される滋賀県立高等学校入学者選抜要

項に記載されます。 

選抜においては、身体に障害があるなどの理由により、特別な配慮や支援を必要と

する志願者に対しては、当該中学校や県教育委員会と協議して適切に対応します。 

 

特色選抜 総合問題、小論文、個人調査報告書等 

スポーツ・文化芸術推薦選抜

（英会話（ＥＳＳ）） 

総合問題、小論文、実技検査（英語によるスピーキ

ングテスト）、個人調査報告書等 

一般選抜 
国語、数学、社会、理科、英語の学力検査、個人調

査報告書 

 

入学許可予定者に対しては、３月下旬にオリエンテーションを実施します。その場

で、DP について説明し、DP の履修を希望したり、興味・関心を持ったりしている入学

許可予定者について調査します。DP 希望者が４０名を超える場合は、原則として、概

ね１クラス規模になるよう選考を行います。 

選考の判断材料は、①選考試験の結果 ②個人調査報告書 となります。 

選考を行った場合は、入学前に、その結果を各 DP希望者に伝えます。 

 

4. 入学以前の周知活動 

本校は、中学生の主体的な進路選択に資するよう、中学生対象の体験入学を８月と

１１月に実施しています。その実施については、予め近隣の中学校を訪問したり、県

内すべての中学校に要項を郵送したりして案内するとともに、本校のホームページに

おいても公表し、参加の受付を行います。 

体験入学では、中学生やその保護者に、学校紹介に加えて、DP の特長や経費、IB 生

の選考方法等の説明を丁寧に行います。さらに希望者に対しては、DP スタイルの模擬

授業を体験する機会を提供します。 

また、この他にも、模擬授業体験を中心に据えた IB 教育の説明会を設定し、体験的

な活動の場を設けることで本校における DPの周知を図ります。 

さらに、ホームページでは、IB の理念や学習者像についても紹介して、その周知の

徹底を図っていきます。 

 

5. 入学後の DP志願過程 

入学許可予定者オリエンテーションで希望を調査・選考した結果により、DP の受講

を希望する入学生（IB 候補生）は、特定のクラスに所属して高校生活をスタートしま

す。そして、４月から７月までを DPの志願過程期間と位置付け、IB候補生に対して、
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DP 説明会や面談、体験授業を実施するなど、DP について考える機会と時間を与えます。 

DP は、多大な恩恵がある一方で、厳しい学習が課されることを生徒および保護者に

理解してもらわなければなりません。そのため本校は、DP を志願する生徒には学習に

対する強い意欲と粘り強さや適性を期待し、そのことを生徒および保護者に説明しま

す。具体的には以下のような資質です。 

 

・学びに対して目的意識を持ち、探究的に真摯に取り組む態度（探究力・自己管理力） 

・他者のものの見方に注意深く耳を傾け、思いやりと共感を示し、効果的に協働して

学ぶ力（協働力・コミュニケーション力） 

・母語である日本語だけでなく他の言語（本校 DP では英語）を用いて、自分自身を表

現する力（言語力・表現力・論理性） 

 

DP志願過程期間の概要は、下表のとおりです。 

 

志

願

過

程

の

期

間 

①６月中旬 説明会の実施 生徒と保護者を対象に、DP について説明をす

る。 

②４～７月 個人面談期間・

DP 授業体験期

間 

生徒や保護者の相談に応じ、適切な情報提供

や不安の解消などに努める。また、土曜日等

を活用して DP授業体験を実施する。 

③７月中旬 提出書類の締め

切り 

生徒・保護者が作成して提出する。 

④７月中下旬 保護者との面談 生徒の保護者と面談を通じ、費用面等の協力

支援の確認を行う。 

⑤７月下旬 選考試験の実施 志願生徒に対して面接等を行い、適性と意欲

をみる選考試験を実施する。なお、生徒の面

接（個人）の際には、口頭試問（英語）もあ

わせて実施する。英語力については、実用英

語技能検定準２級程度を目安とする。 

・①～② 生徒は DP を選択するかどうかを熟慮する時間を持つ。志願までに DP コー

ディネータ等が IB候補生と複数回面談する。 

・③IB候補生は、そのための願書や関連する書類一式を所定の期日までに DPコーディ

ネータに提出する。 

提出書類一覧 

1 願書 兼保護者同意書 本人・保護者の署名 

2 志願理由書 本人直筆  

3 学問的誠実性に係る同意書 本人署名 

・志願過程の期間の途中で他校から転入学または編入学する生徒が DP の受講を希望す

る場合は、必要に応じて可能な範囲で志願過程について配慮する。 
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6. 選考と人数の制限について 

志願過程を経た志願者は、次の手順により選考され結果を通知されます。 

選

考 

①８月上旬 DP 受講生徒（IB

生）の決定 

校内で選考会議を開き、面接試験の結果なら

びに志願者から提出された志願理由書等およ

び１学期の成績・提出物の提出状況等をそれ

ぞれ評価し、総合的に判断する。決定につい

ては、職員会議を経て行う。 

②８月上旬 結果の通知 生徒・保護者に対して、郵送で結果を通知す

る。 

 

基本的には、本校に入学許可された生徒であれば DP に志願することができますが、

IBDP の教育効果を最大限に高め、きめ細かい教育を可能にするため、IB 生の人数は２

０人を超えない範囲とします。DP を希望する生徒が１人以上いれば原則開講し、IB 生

はフルディプロマを取得することを目標とします。 

 

7. 特別支援について 

本校独自の特別支援に関わる方針に基づき、支援の必要な生徒に対しては、一人ひ

とりの必要に応じて、支援計画を立案し、合理的な配慮のもとに適切な支援を行いま

す。 

 

8. Pre-IBDP 期間 

IB 生は、９月から１２月まで、通常授業の中の一部の科目で、DP の授業を体験して

いきます。この Pre-IBDP 期間は、３学期からの DP 受講を円滑にするために実施しま

す。 

万一、この期間内に、やむなく DP 受講の辞退を申し出る生徒が出てきた場合には、

IB 推進室では、その生徒と保護者との面談や関係教職員からの聞き取りを行い、状況

を正確に把握します。面談の際には、取り下げによるデメリット等も含めて再度丁寧

に説明し、最終の意思確認をします。その後、校内委員会（IB 推進室・運営委員会・

職員会議）で協議し、その決定を生徒・保護者に口頭および書面で通知します。 

なお、DP開始後に IB生を辞退することはできません。 

 

9. 経費等の負担 

コア経費、IB試験登録料（受験料）、教科書、PC、関数グラフ電卓、海外研修等の個

人経費は、受益者負担の原則に従って生徒負担になります。個人経費の総額は、IB の

設定した価格や為替レートによって、年や時期によって異なります。IB 校に課される

IB 年間契約料等の経費は県が負担します。 
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10. 終わりに 

虎姫高校 IBアドミッション・ポリシーは、２０１８年に IB推進室により策定され、

毎年検証と見直しをします。原則として、IB 推進室による改定案を学校長が決裁し改

定します。 

 

11. 参考文献 

・滋賀県教育委員会. 滋賀県立高等学校入学者選抜要項 

・国際バカロレア機構『ディプロマプログラム（DP）における評価の手順』（2023）内

『一般規則：ディプロマプログラム』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




